
導入の背景 /課題

 ・ すでに第 1、第 2 データセンターを運用して
いたが、事業の急成長に伴いシステムのキャパ
シティが限界に達していた。またネットワーク
構成も、既存のままではトラフィック急増に耐
えられないと予測された。

 ・ 第 3 データセンターの構想を練る段階で、
CPOC（Customer Proof Of Concept）ラ
ボを活用。第 1、第 2 データセンターと同規
模のネットワークを Cisco Nexus で構築し、
実際と同じレベルの負荷をかけた実機検証を
行った。その結果 Cisco Nexus には十分な
キャパシティと信頼性があると評価され、採用
が決定した。

導入ソリューション

 ・ Cisco Nexus 5000
 ・ Cisco Nexus 2000
 ・ Cisco Catalyst 6500
 ・ Cisco Catalyst 4900M

導入効果

 ・ インターネットとの接続部分からラックスイッ
チまで、フル 10 Gbps のネットワークを構
成することで、トラフィック急増に耐えられる
ネットワークを実現できた。

 ・ ラックスイッチとして Cisco Nexus 2000 を
設置し、これらを Cisco Nexus 5000 に接
続することで、Cisco Nexus 5000 配下の
ラックスイッチを統合管理することが可能に
なった。これにより運用負荷が大幅に軽減し
ている。ネットワーク機器をすべてシスコ製品
で統一したことも、運用負荷軽減に貢献して
いる。

 ・ ネットワークの信頼性も向上した。データセ
ンター開設から現在まで障害はゼロ。Cisco 
Nexus の仮想ポートチャネル（vPC）によっ
て冗長性も確保されており、万一機器障害が
発生しても短時間で経路切り替えが行われる。

 ・ データセンター開設後も継続的に CPOC ラ
ボを活用。障害ケースを再現したテストや、オ
ペレーションのトレーニング、新テクノロジー
の検証等が行われている。

「Ameba 関連事業」、「インターネットメディア事業」、「インターネット広告代
理事業」、 「投資育成事業」の 4 つの事業を展開する株式会社サイバーエー
ジェント。ここでは 2011 年 6 月に、第 3 データセンターが開設されている。
そのネットワーク基盤に採用されているのが Cisco Nexus である。2011 年 
3 月に CPOC（Customer Proof Of Concept）ラボで、既存データセンター
と同規模の環境を再現した負荷テストを実施。その結果、十分なキャパシティ
と信頼性があると評価されたのだ。また Cisco Nexus の統合管理機能によっ
て、運用管理負担も大幅に低減。すでに構想が始まっている第 4 データセン
ターでも、Cisco Nexus は導入機器の有力候補に挙げられている。

急成長を続ける Ameba関連事業を支えるため
新たに第 3 データセンターを開設

成長し続けるインターネット ビジネスを支えるには、そこで発生する膨大なトラフィックに対
応できるネットワーク基盤が欠かせない。特に近年は画像 /ビデオ活用の一般化によってネット
ワーク トラフィックが急増、サービスのソーシャル化もこの傾向に拍車をかけている。シスコの
調査によれば、2010 年の全世界のトラフィック量は 20 エクサバイトに到達。2015 年には
エクサバイトの 1000 倍であるゼタバイトに迫ると予測されている。それぞれのインターネッ
ト サービスに流れ込むトラフィックも、これと同様の勢いで増大しつつあるのだ。
その一方でネットワーク構成のシンプル化も、重要な課題になっている。ネットワーク構成が複
雑化すれば運用負担が増大し、それがビジネス コストに跳ね返る。競争力を維持し続けるには、
トラフィック増大に対応するだけではなく、それをできる限りシンプルかつ運用性の高い形で実
現しなければならない。
これらの課題に対し、Cisco Nexus の活用で対応しているのが、株式会社サイバーエージェン
トである。同社は「Ameba 関連事業」、「インターネットメディア事業」、「インターネット広告
代理事業」、 「投資育成事業」の 4 つの事業を展開するインターネット企業。 中でも Ameba事
業は急成長を続けており、売上はすでに年間 1000 億円規模になっている。「サービスへのアク
セスは月間 250 億ページビュー（PV)を突破しました」と説明するのは、株式会社サイバーエー
ジェント アメーバ事業本部 プラットフォームディビジョン NeutralTechnologyGroupの怡土 

研也氏。2013 年には月間 600 億 PV の達成を目指していると言う。

Ameba 関連事業の急成長に伴いサーバ数も増大し続けている。2010 年にはすでに第 1、第 

2 データセンターを運用しており、ラック数の合計は 100 ラックに達していた。これらに加え 

2010 年 6 月には第 3 データセンターを開設。モバイル向けゲームやスマートフォン向けアプ
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最新データセンターのネットワーク基盤に Cisco Nexus を採用、
トラフィック急増への対応と運用管理負担軽減を同時に実現



「CPOC ラボの検証環境は実に素晴らしい。
このような検証ルームを自社内に持ちたい
くらいです」
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リケーション、2011 年 5 月にリリースされた「ピグライフ」等がここで動いているのだ。
「第 1、第 2 データセンターは合計で 100 ラックですが、第 3 データセンターは 1 拠点に最大 

100 ラックを収容する計画です」と説明するのは、株式会社サイバーエージェント アメーバ事
業本部 プラットフォームディビジョン NeutralTechnologyGroup の田中 淳氏だ。第 1、第 2 

データセンターではレイヤ 2 スイッチに他社製品を利用し、1 Gbps ポートをアグリゲートする
形で 2 Gbps ネットワークを構成していたが、すでに容量は限界に達しており、運用にも手間がか
かっていたと言う。「1 センターで 100 ラック規模になると、さらにトラフィックが増大し、運用
管理も大変になります。帯域の拡大と運用性の向上を、同時に実現することが求められました」
この要求に対応するため第 3 データセンターに採用されたのが、Cisco Nexus だったのである。

CPOC ラボで実機検証を行い、
具体的なネットワーク構成や管理運用手法を確認した上で、
Cisco Nexus の採用を決定

サイバーエージェントが第 3データセンターの検討に着手したのは 2010 年 3 月。そのわずか 

3 ヶ月後にはデータセンターを開設している。驚くべきスピードだといえるだろう。最終的に他
社製品の採用は全く考えなかったと田中氏は振り返る。その理由として挙げられたのが、CPOC

（Customer Proof Of Concept）ラボの存在である。
シスコはこの CPOC ラボで、サイバーエージェントの第 1、第 2 データセンターと同規模の
ネットワークを Cisco Nexus で再現。その上で実環境と同様のトラフィックを流した実機検証
を行って見せたのである。テスト トラフィックは実サーバを元にトラフィック ジェネレータで
生成。障害時の復旧テストも行われている。
「当社のデータセンターは非常にトラフィックが多く、自分たちだけで検証環境を揃えたとして
も限界があります」と田中氏。「しかし CPOC なら、我々が求める負荷をかけた検証を実機で
行えます。実にワクワクする体験でした」
怡土氏も「CPOC ラボの検証環境は実に素晴らしい」と言う。「このような検証ルームを自社
内に持ちたいくらいです」
それでは実機検証を行った時に、Cisco Nexus のどこに魅力を感じたのか。田中氏は「運用管
理性の高さ」が最も大きなメリットだと指摘する。「Cisco Nexus 2000 をラックスイッチに
して、その上に Cisco Nexus 5000 を配置すれば、ラックスイッチも Cisco Nexus 5000 で一
元管理できます。また仮想ポートチャネル（vPC）を利用すれば、複数スイッチをまたいだリン
ク アグリゲーションが可能になり、耐障害性も高くなります」
実際に第 3 データセンターに導入されたネットワークの構成は図に示す通り。ラックスイッチ
として各ラックに Cisco Nexus 2000 × 2 台が設置され、これらが Cisco Nexus 5000 に収
容されている。Cisco Nexus 5000 は、10 ラック毎に 2 台の割合で配置されている。さらに、

Cisco Catalyst 6500 と Cisco Catalyst 4900M も導入され、データセンター間のトラフィッ
ク振り分けを行うロードバランサを経由して、インターネットへと接続されている。各サーバは
ラック内の Cisco Nexus 2000 に 1 Gbps × 2 で接続されているが、そこから上のネットワー
クはフル 10 Gbps だ。

2011 年 7 月のラック数は 60。Cisco Nexus 5000 は 12 台、Cisco Nexus 2000 は 120 

台設置されている。年内には 100 ラックに到達する見込みになっており、その時には Cisco 

Nexus 5000 × 20 台、Cisco Nexus 2000 × 200 台の規模になる予定だ。

統合管理機能で運用管理負担を軽減
ネットワーク全体の信頼性も向上

Cisco Nexus の採用によって、第 3 データセンターの運用管理性は、第 1、第 2 データセンター
に比べて大幅に向上した。「第 2 データセンターにはラックスイッチが 140 台あり、ラックス
イッチ管理用のアドレスも 140 個用意されています」と田中氏。VLAN 設定を行うにはこれ
らのアドレスに対してログインを行い、設定作業を行う必要があるという。「しかし第 3 データ
センターは Cisco Nexus 5000 でラックスイッチが一元管理されているため、Cisco Nexus 



「Cisco Nexus ならラックスイッチの統合
管理が可能。一貫した思想に基づいたコマ
ンド体系もシスコ製品の優位点です」
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5000 にアクセスするだけで設定が可能です」

Cisco Nexus 2000 までフル 10 Gbps になったことも、運用管理性向上に大きな貢献を果たし
ている。第 2 データセンターは前述のように、1 Gbps をアグリゲーションすることで 2 Gbps 

にしているが、これによってケーブル量が 2 倍になり、神経を使うケーブリング作業も増えてい
ると言う。しかし第 3 データセンターではこのような面倒もなくなっている。
さらに田中氏は「一貫した思想に基づいたコマンド体系もシスコ製品の優位点」だと付け加え
る。「他社のスイッチも一見するとシスコのコマンド体系に似ているように見えるのですが、実
際に使ってみると一貫性がなく、戸惑うことが少なくありません。例えば VLAN を作成せずに 

VLAN 割り当てを行おうとすると、シスコ製品ではエラーになりますが、他の製品ではそのまま
コマンドが通ってしまい、オペレーションミスにつながることがあります。シスコはベースとな
る思想がしっかりしているため、安心して使うことができます」
「シスコに統一したことで運用が容易になりました」と言うのは怡土氏である。第 1、第 2 デー
タセンターはマルチベンダー構成だったため、原因のわかりにくいトラブルが少なくなかったと
振り返る。「今回構築した第 3 データセンターでは、私たちが求めるデータセンターの “あるべ
き姿 ”を実現できたと感じています」
ネットワークの信頼性も向上した。第 3データセンター開設から現在まで、ネットワーク障害は
全く発生していない。万一機器障害が発生した場合でも、数分で経路切り替えが完了する。これは
すでに CPOC ラボにおける検証で確認済みだ。

CPOC ラボの活用は、第 3 データセンター開設後も継続的に行われている。2010 年 9 月には
既存のデータセンター間接続ネットワークで懸案事項となっていた事象を CPOC ラボで再現
した上で実際に改善策の検証を行い、その結果が既に実稼働環境に生かされている。また、同時に
第 1 ～ 3 データセンターの環境を再現した上でオペレーション トレーニングや、Cisco UCS 

の実機検証も実施された。2011 年 8 月にはデータセンターの IPv6 化の検証が予定されてい
ると言う。

今後は Nexus の機能をさらに活用
第 4 データセンターの構想にも着手

今後は Cisco Nexus が実装する各種機能を、さらに深く使いこなしていきたいと田中氏は言
う。「特に期待が大きいのは FabricPathです。これを活用すればスパニングツリープロトコルを
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「Ameba 関連事業」、「インターネットメ
ディア事業」、「インターネット広告代理事
業」、「投資育成事業」の 4 つの事業を
展開するインターネット企業。 常に大き
な成長をし続ける「ベンチャー企業」で
あり続けると同時に、消費者や生活者に
大きな影響を与える「21 世紀を代表する
会社」であることを、ビジョンとして掲げ
ている。アメーバをモチーフにした企業
ロゴは、常に成長と進化を続けるイメー
ジを表現。インターネット総合サービス
企業として、企業やインターネットユー
ザーに対し 有益なサービスを提供し続け
ている。

全く使わないネットワークが可能になります。また 1台の Cisco Nexus 5000 を設定するだけ
でその内容が自動的に他の Cisco Nexus 5000に反映される、コンフィグシンクも活用してみ
たいと考えています」
その一方で第 4データセンターの構想もすでに始まっている。第 3データセンターは 2011年
内に、予定最大ラック数の 100 ラックに達する見込みになっており、その後は新たなデータセ
ンターの設置が必要になるからだ。「現在は 200 ラック規模のデータセンターを考えています
が、2013 年に月間 600 億 PV を達成するのであれば、もっと大規模なデータセンターが必要
になるかもしれません」と怡土氏。このデータセンターを支えるスイッチ製品としても、Cisco 

Nexus が有力候補に挙がっている。またコア部分には、さらに能力の高い Cisco Nexus 7000 

の採用も考えていると言う。
サーバとして Cisco UCS を導入することも検討されている。現在は 1U サーバを使用し、1 

ラックあたり 27 サーバを格納しているが、これは 1U サーバの集約率の限界であり、発熱量が
大きいため空調の消費電力も多いと言う。Cisco UCS なら集約率を上げられる上、ケーブルが
少ないためエアフローの最適化も可能。また Cisco Nexus との親和性も高く、ネットワークと
サーバ、さらには仮想マシンまでカバーした統合管理も実現できる。「現在はリアルサーバと仮
想マシンの両方でトラフィックを受けていますが、今後は仮想化されたクラウド環境へのシフト
が必要な領域が増えてくると思います」と怡土氏は言う。
第 3 データセンターにおける Cisco Nexus の採用は、サイバーエージェントのデータセンター
に、新たな方向性を示したといえるだろう。これによって膨大なトラフィックへの対応と運用管
理負担の低減、そして信頼性向上を同時に実現することが可能になったのである。
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